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「研究計画書」（サンプル） 

竹内晴夫 

 

１．研究テーマ 

・「仮想通貨と貨幣信用論」 

 仮想通貨の貨幣性について貨幣信用理論を用いて分析する。 

 →論文タイトル「仮想通貨は貨幣として流通するか」 

 

２．研究対象と内容 

（１）研究対象：仮想通貨の貨幣性、貨幣の流通性。 

（２）研究内容 

・仮想通貨ビットコインのしくみと特徴。 

・仮想通貨の価格推移と貨幣機能。 

・仮想通貨と現行貨幣の貨幣性を比較考察。 

・循環論法から説明する貨幣理論への批判。 

 

３．先行研究 

（１）先行研究の内容 

・仮想通貨システムは暗号技術が駆使され偽造ができないしくみをもつ。 

・国際決済の手数料が格段に安くなる。 

・仮想通貨の未来通貨としての期待。 

・循環論法としての貨幣理論。「貨幣はみなが貨幣と認めるから貨幣である」。 

（２）本稿の視点 

・仮想通貨は貨幣として流通するのか。信用貨幣論から考察。 

・ビットコインは、偽造困難の電子データの取引システムであるが、単なるデータであり、

貨幣としての条件をもたないのではないか。 

・商品貨幣や信用貨幣のような貨幣の性格をもつ条件が大事。現行貨幣は、負債という性質

が貨幣性のもとになっており、手形や銀行預金が購買や蓄蔵の役割をするのではないか。 

・未来通貨として期待できないのではないか。 

 

４．研究方法 

・現実分析：仮想通貨（ビットコイン）の価格推移の分析。貨幣機能分析。 

・理論分析：信用貨幣論による現行貨幣、仮想通貨の分析 

 

５．研究の意義 

・新たな貨幣システムとして期待される仮想通貨の貨幣性を分析するとともに、現行貨幣



2 

 

の貨幣性の根拠を確認し、（理論を失っている感のある）現代の不換制下の貨幣システム

の分析を行う。 
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